



































































































































































































































































































































































1 仮名草子 ─ 1注１ 0 ─ ─ 6
2 井原西鶴 1642～ 1693 3注２ 0 ─ ─ 97
123（8）
3 近松門左衛門 1653～ 1724 12注３ 3 4 0 93
4 仮名垣魯文 1829～ 1894 1注４ 1 2 2 （副）3
5 森鷗外 1862～ 1922 15注５ 1 ─ 1 76
6 二葉亭四迷 1864～ 1909 2注６ 1 1 ─
7 尾崎紅葉 1867～ 1903 1注７ 1 5 1
8 夏目漱石 1867～ 1916 13注８ 10 51 3 34
9 幸田露伴 1867～ 1947 2注９ 1 1 1
10 樋口一葉 1872～ 1896 3注10 0 ─ ─
11 島崎藤村 1872～ 1943 1注11 1 3 ─
12 志賀直哉 1883～ 1971 18注12 5 2 5 10
13 芥川竜之介 1892～ 1927 24注13 2 3 ─ 6
14 葉山嘉樹 1894～ 1945 3注14 2 ─ 2
15 堀辰雄 1904～ 1953 3注15 0 ─ ─
16 原民喜 1905～ 1951 3注16 0 ─ ─
17 太宰治 1909～ 1948 23注17 4 ─ 5 23
　なお、井原西鶴注18、近松門左衛門注19、森鷗外注20、夏目漱石注21、志賀直哉注22、芥川


















作家 時代 作品 ときに ところで
近松門左衛門 江戸 堀川波鼓 1 ─
清重郎五十年忌歌念仏 1 ─
丹波与作待夜のこむろぶし 2 1
仮名垣魯文 明治 4 安愚楽鍋 2 2
森鷗外 明治 44 忘想 ─ 1
二葉亭四迷 明治 21 あひびき 1 ─
尾崎紅葉 明治 30～ 35 金色夜叉 5 1
夏目漱石 明治 38～ 39 吾輩は猫である 4 1
明治 39 草枕 9 ─
明治 40 虞美人草 21 1
明治 41 三四郎 1 ─
明治 42 それから 4 ─
明治 43 門 2 ─
明治 45 彼岸過迄 1 ─
大正 1～ 2 行人 2 1
大正 3 こころ 1 ─
大正 5 明暗 6 ─
幸田露伴 明治 30 貧乏 1 1
島崎藤村 大正 7 新生 3 ―
志賀直哉 明治 45 大津順吉 ─ 1
大正 2 范の犯罪 ─ 1
大正 6 赤西蠣太 1 ─
大正 10 暗夜行路 1 2
昭和 2 邦子 ─ 1
芥川竜之介 大正 6 戯作三昧 2 ─
昭和 2 河童 1 ─
葉山嘉樹 大正 14 淫売婦 ─ 1
大正 15 海に生くる人々 ─ 1
太宰治 昭和 10 道化の華 ─ 1
昭和 18 右大臣実朝 ─ 1
昭和 18～ 23 ダス・ゲマイネ ─ 2








明治 明治 4 安愚楽鍋 2 2
明治 21 あひびき 1 ─
明治 30 貧乏 1 1
明治 30～ 31 金色夜叉 5 1
明治 38 吾輩は猫である 4 1
明治 39 草枕 9 ─
明治 40 虞美人草 21 1
明治 41 三四郎 1 ─
明治 42 それから 4 ─
明治 43 門 2 ─
明治 44 忘想 ─ 1
明治 45 彼岸過迄 1 ─
明治 45 大津順吉 ─ 1
51 8
大正 大正 1～ 2 行人 2 1
大正 2 范の犯罪 ─ 1
大正 3 こころ 1 ─
大正 5 明暗 6 ─
大正 6 赤西蠣太 1 ─
大正 6 戯作三昧 2 ─
大正 7 新生 3 ―
大正 10 暗夜行路 1 2
大正 14 淫売婦 ─ 1
大正 15 海に生くる人々 ─ 1
16 6
昭和 昭和 2 河童 1 ─
昭和 2 邦子 ─ 1
昭和 10 道化の華 ─ 1
昭和 18 右大臣実朝 ─ 1
昭和 18～ 23 ダス・ゲマイネ ─ 2


























































































































接続詞における交代時期（1910 年前後から始まり 1920 年前後での完了）には、10～
20 年間ほどの前後関係と密接な連動性があったことが明らかとなった。
　接続詞「ときに」は江戸時代から用いられたとみられる。接続詞の「ところで」は江
戸時代の後期から用いられたが、明治以後からさかんに用いられ、大正以後は「ときに」
のかわりに「ところで」が用いられていることが確認できた。また接続詞「ときに」を
改めて検討してみると、辞典、論文、用例の多くが会話中に用いられていることが分か
る。「ときに」「ところで」はまず話ことばでの交代という面もあることも分かる。
　接続助詞「ところで」を取り上げた飛田（1970）や靏岡（1972）、また、接続詞に関
する先行研究の指摘、および、本稿での接続詞「ときに」「ところで」の調査（4 章）
117（14）
をつなぎ合わせていくと、次のような玉突き現象のような変遷があったことを、はじめ
て読み解くことができた。
〇近代での「が」格使用の増加⇒その「が」との音声重複回避よる接続助詞「ところ
が」の使用忌避⇒その代替に接続助詞「ところで」の台頭⇒接続助詞「～ところで」
の語形定着が接続詞「ところで、」の浸透を後押し⇒接続詞「ときに」（口語）に代
わって接続詞「ところで」（書き言葉・話し言葉）が口語も含め広く浸透
　即ち、一見、接続詞上のみで起こっていたかのように見えた語彙的交代現象（「ときに」
から「ところで」へ）や、一見、接続助詞「ところで」の台頭が直接的に接続詞「とこ
ろで」の確立と優勢へと直結したかに見える現象は、より複眼的に調査考察していくと、
文法現象の近代的変化（主格の「が」表示の増加）、それとの同音音声衝突回避現象と
いう音声上の現象、その同音衝突忌避による接続助詞での語形交代現象が、「ときに」
から接続詞「ところで」への話ことば・書き言葉両位相におよぶ交代を引き起こす要因
となっていた、ということが明らかになったのではないか、と思われる。
【資料注──用例の確認できなかった資料は次の通り。仮名草子『身の鏡』、近松門左衛
門『心中宵庚申』、井原西鶴『好色一代男』『西鶴諸国はなし』『好色五人女』、二葉亭
四迷『平凡』、幸田露伴『風流仏』、樋口一葉『たけくらべ』『にごりえ』『大つごもり』、
葉山嘉樹『セメント樽の中の手紙』、堀辰雄『風立ちぬ』『姨捨』『曠野』、原民喜『夏
の花』『廃墟から』『原爆小景』。】
【注】
１ 身の鏡
２ 好色一代男、西鶴諸国はなし、好色五人女
３ 会根崎心中、堀川波皷、五十年忌歌念仏、丹波与作待夜のこむろぶし、冥途の飛
脚、夕霧阿波鳴渡、大経師昔暦、鑓の権三重帷子、博多少女郎波枕、心中天の網
島、女殺油地獄、心中宵庚申
４ 安愚楽鍋
５ かのように、阿部一族、半日、安井夫人、ヰタ・セクスアリス、山婌大夫、最後
の一句、普請中、高瀬舟、妄想、渋江抽斉、雁、青年、文づかひ、舞姫
６ あひびき、平凡
７ 金色夜叉
８ 倫敦塔、吾輩は猫である、薤露行、坊っちゃん、虞美人草、それから、彼岸過迄、
行人、こころ、明暗、草枕、門、三四郎
９ 風流仏、貧乏
10 たけくらべ、にごりえ、大つごもり
（15）116
11 新生
12 網走まで、和解、濁った頭、或る朝、母の死と新しい母、十一月三日午後の事、
大津順吉、小僧の神様、正義派、真鶴、青兵衛と瓢簟、山科の記憶、范の犯罪、
邦子、城の崎にて、灰色の月、赤西蠣太、暗夜行路
13 羅生門、杜子春、鼻、藪の中、芊粥、トロッコ、手巾、雛、戯作三昧、踟蛛の糸、
地獄変、枯野抄、蜜柑、舞踏会、秋、奉教人の死、大導寺信輔の半生、点鬼簿、
玄鶴山房、河童、蜃気楼、或阿呆の一生、歯車、海のほとり
14 淫売婦、海に生くる人々、セメント樽の中の手紙
15 風立ちぬ、姨捨、曠野
16 夏の花、廃墟から、原爆小景
17 葉、魚服記、地球図、雀こ、猿面冠者、彼は昔の彼ならず、玩具、めくら草紙、
富嶽百景、ヴィヨンの妻、右大臣実朝、人間失格、思い出、列車、猿ヶ島、道化
の華、逆行、ロマネスク、陰火、ダス・ゲマイネ、走れメロス、桜桃、斜陽
18 近世文学総索引編纂委員会編『近世文学総索引　井原西鶴　別巻』教育社　1988
年
19 近世文学総索引編纂委員会編『近世文学総索引　近松門左衛門　別巻』教育社　
1986 年
20 近代作家用語研究会教育技術研究所編『作家用語索引　森鷗外　別巻』教育社　
1985 年
21 同上『作家用語索引　夏目漱石　第Ⅱ期　別巻』教育社　1986 年
22 同上『作家用語索引　志賀直哉　別巻』教育社　1987 年
23 同上『作家用語索引　芥川竜之介　別巻』教育社　1985 年
24 同上『作家用語索引　太宰治　別巻』教育社　1989 年
25 宮田裕行編『仮名草子『身の鏡』総索引』新典社　昭和 61
26 国立国語研究所著『国立国語研究所資料集　牛店雑談　安愚楽鍋用語索引』秀英
出版　昭和 50
27 太田紘子編『二葉亭四迷『あひゞき』の表記研究と文体・索引』和泉書院　1997
年
28 靍岡昭夫編『たけくらべ総索引』笠間書院　平成 4年
29 http://www.aozora.gr.jp
【補注】 　「ときに」「ところで」の関連語として「さて」も同じ意味の語である。森田良
行の『基礎日本語辞典』には、接続詞として「①それまでの事柄にいちおうけり
を付けて、新たな行動へと移る転換部に用いる。②それまでの話が一段落して、
次の話題へと移る場合や、それまでの話題の中から特定のものを取り上げて、そ
れについて新たに話を始めるときに用いる。」の用法がある。
115（16）
【参考文献】
『日本国語大辞典　第二版』小学館　2001 年
森田良行『基礎日本語辞典』角川書店　平成 6
近世文学総索引編纂委員会編『近世文学総索引　井原西鶴　別巻』教育社　1988 年
近世文学総索引編纂委員会編『近世文学総索引　近松門左衛門　別巻』教育社　1986
年
近代作家用語研究会教育技術研究所編『作家用語索引　森鷗外　別巻』教育社　1985
年
同上『作家用語索引　夏目漱石　第Ⅱ期　別巻』教育社　1986 年
同上『作家用語索引　志賀直哉　別巻』教育社　1987 年
同上『作家用語索引　芥川竜之介　別巻』教育社　1985 年
同上『作家用語索引　太宰治　別巻』教育社　1989 年
宮田裕行編『仮名草子　『身の鏡』 総索引』新典社　昭和 61
国立国語研究所著『国立国語研究所資料集　牛店雑談　安愚楽鍋用語索引』秀英出版　
昭和 50
太田紘子編『二葉亭四迷『あひゞき』の表記研究と文体・索引』和泉書院　1997 年
靍岡昭夫編『たけくらべ総索引』笠間書院　平成 4年　http://www.aozora.gr.jp
山口堯二「特集・接続詞のすべて　接続詞小事典　口語編〈ときに〉〈ところで〉」『月
刊文法』2‒12　昭 45・10
飛田良行「特集・日本語における助詞の機能と解釈　接続助詞ば・と・とも・ど・ども・
も〈ても〉〈けれども〉〈ところが〉〈ところで〉」『国文学解釈と鑑賞』35‒13　昭 
45・11
靏岡昭夫「〈ところが〉と〈ところで〉の通時的考察─その逆接仮定条件表現用法の成
立をめぐって」『国語学』88　昭 47・3
沖　裕子「接続詞と接続助詞の「ところで」──「転換」と「逆接」の関係性──」『日
本語教育』98 号（日本語教育学会）　1998‒10　pp. 37‒48
甲田直美「転換を表す接続詞「さて」「ところで」「では」をめぐって」『日本語と日本
文学』21 号（筑波大学）　1995‒6　pp. 31‒42
梅林博人「会話の「ところで」と文章の「ところで」」『都大論究』31 号　1994‒6　
pp. 13‒22
【付記】　本稿は、姜小晶（元・韓国・新羅大学非常勤講師）が調査した近代現代接続詞
の歴史的研究の中から、表題の 2語について両名にて検討の上まとめたものである。
